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(57)【要約】
【課題】ステータス、電子マニュアル、エラー内容の解
説表示の他に、エラー解除手順をスライドショウで表示
する際に、多くのメモリを必要とせずに、表示部の大型
化、高解像度化、カラー化に対応できるプリンタシステ
ムを提供することを目的とする。
【解決手段】データを保存しサーバ機能を具備するコン
ピュータと、表示部と画像展開部とを持ちクライアント
機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを
用いて、データを転送するプリンタシステムである。ま
た、上記プリンタは、データを受信し、上記表示部の解
像度に合わせて、表示するデータを生成するデータ生成
手段を有するプリンタシステムである。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを保存しサーバ機能を具備するコンピュータと、表示部と画像展開部とを持ちク
ライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いて、データを転送
するプリンタシステムにおいて、
　上記プリンタは、データを受信し、上記表示部の解像度に合わせて、表示するデータを
生成するデータ生成手段を有することを特徴するプリンタシステム。
【請求項２】
　データを保存する機能を具備するコンピュータと、表示部とエラー検出部とを具備する
プリンタとの間で、データを転送するプリンタシステムにおいて、
　上記プリンタは、エラーを検出すると、上記データをコンピュータに要求し、受信した
データに基づいて、上記プリンタの表示部に表示するデータを生成するデータ生成手段を
有することを特徴するプリンタシステム。
【請求項３】
　データを保存し、サーバ機能を具備するコンピュータと、表示部とエラー検出部とを持
ちクライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いて、データを
転送するプリンタシステムにおいて、
　上記プリンタは、エラーを検出すると、上記データを受信し、上記表示部に表示するデ
ータを生成するデータ生成手段を有することを特徴するプリンタシステム。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項において、
　上記データは、文書データと文書データに関連付けされた画像データとによって構成さ
れているデータであることを特徴とするプリンタシステム。
【請求項５】
　マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅｂサーバ機能を持った
コンピュータと、表示部と画像展開部とファイル解析部とＷｅｂクライアント機能を持っ
ているプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いてファイルを転送するプリンタシステ
ムにおいて、
　上記プリンタは、文書ファイルを解析し、プリンタの表示部の解像度に合わせて表示す
るデータを生成するプリンタであることを特徴するプリンタシステム。
【請求項６】
　請求項５において、
　上記文書ファイルに関連付けされた画像ファイルを持ち、表示部に文字列と画像とを表
示することを特徴とするプリンタシステム。
【請求項７】
　請求項５～請求項６において、
　上記ファイルは、機種判別コードを含むファイルであることを特徴とするプリンタシス
テム。
【請求項８】
　請求項５～請求項６において、
　上記ファイルは、マニュアルであることを特徴とするプリンタシステム。
【請求項９】
　マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅｂサーバ機能を持った
コンピュータと、表示部とファイル解析部とエラー検出部とＷｅｂクライアント機能とを
持っているプリンタとからなるプリンタシステムにおいて、
　上記プリンタは、エラー検出部によってエラーを検出すると、コンピュータに文書ファ
イル転送を要求し、受信した文書ファイルを解析し、プリンタの表示部にエラー解除手順
を表示するプリンタであることを特徴するプリンタシステム
【請求項１０】
　請求項９において、
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　上記文書ファイルに関連付けされた画像ファイルを持ち、表示部に文字列と画像を表示
することを特徴とするプリンタシステム。
【請求項１１】
　請求項９～請求項１０において、
　上記文書ファイルは、エラーコードを含むファイルであることを特徴とするプリンタシ
ステム。
【請求項１２】
　請求項９～請求項１０において、
　上記エラー解除手順は、スライドショーであることを特徴とするプリンタシステム。
【請求項１３】
　データを保存しサーバ機能を具備するコンピュータと、表示部と画像展開部とを持ちク
ライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いて、データを転送
するプリンタシステムの制御方法において、
　上記プリンタは、データを受信し、上記表示部の解像度に合わせて、表示するデータを
生成するデータ生成工程を実行することを特徴するプリンタシステムの制御方法。
【請求項１４】
　データを保存する機能を具備するコンピュータと、表示部とエラー検出部とを具備する
プリンタとの間で、データを転送するプリンタシステムの制御方法において、
　上記プリンタは、エラーを検出すると、上記データをコンピュータに要求し、受信した
データに基づいて、上記プリンタの表示部に表示するデータを生成するデータ生成工程を
実行することを特徴するプリンタシステムの制御方法。
【請求項１５】
　データを保存し、サーバ機能を具備するコンピュータと、表示部とエラー検出部とを持
ちクライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いて、データを
転送するプリンタシステムの制御方法において、
　上記プリンタは、エラーを検出すると、上記データを受信し、上記表示部に表示するデ
ータを生成するデータ生成工程を実行することを特徴するプリンタシステムの制御方法。
【請求項１６】
　マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅｂサーバ機能を持った
コンピュータと、表示部と画像展開部とファイル解析部とＷｅｂクライアント機能を持っ
ているプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いてファイルを転送するプリンタシステ
ムの制御方法において、
　上記プリンタは、文書ファイルを解析し、プリンタの表示部の解像度に合わせて表示す
るデータを生成する工程を実行することを特徴するプリンタシステムの制御方法。
【請求項１７】
　マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅｂサーバ機能を持った
コンピュータと、表示部とファイル解析部とエラー検出部とＷｅｂクライアント機能とを
持っているプリンタとからなるプリンタシステムの制御方法において、
　上記プリンタは、エラー検出部によってエラーを検出すると、コンピュータに文書ファ
イル転送を要求し、受信した文書ファイルを解析し、プリンタの表示部にエラー解除手順
を表示する工程を実行することを特徴するプリンタシステムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部を有するプリンタに係り、特に、プリンタの操作手順を表示させるプ
リンタシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、プリンタの多機能化が進み、プリンタの表示部は、プリンタのステータスや印刷
ジョブ名を表示するのみに留まらず、ヘルプ表示や電子マニュアルの表示等の機能を有す



(4) JP 2009-18489 A 2009.1.29

10

20

30

40

50

る。
【０００３】
　エラー内容の解説、解除方法等の他に、記録紙の交換方法やインクやヘッドの交換方法
を、アニメーションやスライドショウで表示する等の機能を、ヘルプ表示として具備する
プリンタが知られている。さらに、紙ジャムが発生した際に、プリンタ内の紙ジャムが発
生した場所を、画像で表示し、ユーザに知らせる機能がある。
【０００４】
　また、ファクシミリ機能や印刷機能やスキャナ機能等、複数の機能を、同一筐体内に備
えているマルチファンクションプリンタも考案されている。上記マルチファンクションプ
リンタを利用する場合、ホストコンピュータに、プリンタに対応するドライバやユーティ
リティ等のソフトウエアを、インストール必要がある。上記ソフトウエアによって、ユー
ザは、プリンタのステータス情報の表示やプリンタ本体の設定変更を行う。また、プリン
タ本体にＷｅｂサーバ機能を持ち、ホストコンピュータ上のＷｅｂブラウザから、ステー
タス情報の表示やプリンタ本体の設定変更を表示及び設定可能にした装置が知られている
（たとえば、特許文献１参照）。
【０００５】
　さらに、文書閲覧印刷システムも考案されている。表示する画像データは、ファイルサ
イズが小さい方が好ましいが、同一画像フォーマットでは、ファイルサイズが小さいと、
画像が劣る。特に、プリント出力する場合よりも、表示する場合に、高い解像度の画像デ
ータが必要である。画像データを含む文書を保存するサーバ装置と、上記文書を表示する
クライアント装置と、上記文書を印刷するプリンタとによって構成されている文書閲覧印
刷システムが知られている。サーバ装置は、クライアント装置が表示する際に取得した画
像データを含む文書の編集結果として通知される画像サイズに基づいて、画像データを縮
小し、プリンタにプリントデータを提供する装置が知られている（たとえば、特許文献２
参照）。
【特許文献１】特開２００４－５３４８号公報
【特許文献２】特開２００６－２３７７０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のプリンタは、ステータス、印刷ジョブ名、ヘルプ、電子マニュアル、エラー内容
解説の表示の他に、記録紙のエラーやインクエラーやジャムエラーの解除方法等をアニメ
ーションやスライドショウで表示する。このような情報は、プリンタ内の不揮発性メモリ
に格納され、表示部の大型化、高解像度化及び、カラー化によって、多くのメモリを必要
とする。
【０００７】
　また、プリンタにＷｅｂサーバ機能を持ち、ホストコンピュータ上のＷｅｂブラウザか
ら、上記ステータス等の表示及び設定値が設定可能なシステムが知られている。これらは
、Ｗｅｂサーバ機能を実現するためのプログラムを、プリンタ内に不揮発性メモリとして
持つ必要があり、一般的にＷｅｂブラウザ機能よりも多くのメモリを必要とする。
【０００８】
　従来から、ホストコンピュータの表示部とプリンタの表示部との間には、サイズや解像
度の違う表示部が使われている。表示部のサイズや解像度の違いによって、必要とされる
データのサイズや解像度も違うので、複雑なシステムやプリンタに多くのメモリを必要と
するという問題がある。
【０００９】
　本発明は、ステータス、電子マニュアル、エラー内容の解説表示の他に、エラー解除手
順をスライドショウで表示する際に、多くのメモリを必要とせずに、表示部の大型化、高
解像度化、カラー化に対応できるプリンタシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　本発明は、データを保存しサーバ機能を具備するコンピュータと、表示部と画像展開部
とを持ちクライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いて、デ
ータを転送するプリンタシステムである。また、本発明において、上記プリンタは、デー
タを受信し、上記表示部の解像度に合わせて、表示するデータを生成するデータ生成手段
を有するプリンタシステムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、プリンタは、ステータス、電子マニュアル、エラー内容の解説表示の
他に、エラー解除手順をスライドショウで表示する際に、多くのメモリを必要とせずに、
表示部の大型化、高解像度化、カラー化に対応できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　発明を実施するための最良の形態は、次の実施例である。
【実施例１】
【００１３】
　図１は、本発明の実施例１であるプリンタシステムＰＳ１の構成を示す図である。
【００１４】
　プリンタシステムＰＳ１は、ホストコンピュータ２００と、プリンタ３００とを有する
。ホストコンピュータ２００とプリンタ３００とは、ネットワークＮＷ１を介して、接続
されている。
【００１５】
　図２は、ホストコンピュータ２００を示すブロック図である。
【００１６】
　ホストコンピュータ２００は、ＣＰＵ２０１と、ＲＯＭ２０２と、ＲＡＭ２０３と、表
示用ビデオメモリ２０４と、表示部２０５と、操作デバイス制御部２０６と、ネットワー
クインタフェース部２０７と、ＨＴＴＰプロトコル制御部２０８とを有する。また、ホス
トコンピュータ２００は、コマンド実行部２０９と、ハードディスク部２１０と、仮想デ
ィレクトリ制御部２１１と、ＨＴＭＬ解析部２１２と、画像展開部２１３とを有する。
【００１７】
　ＣＰＵ２０１は、プログラムを実行する。表示部２０５は、ＣＲＴやＬＣＤパネル等で
構成されている。操作デバイス制御部２０６は、マウスやキーボード等のヒューマンイン
タフェースデバイスを制御する。ネットワークインタフェース部２０７は、ＬＡＮに接続
し、ＴＣＰ／ＩＰパケットの送受信制御を行う。
【００１８】
　ＨＴＴＰプロトコル制御部２０８は、ＨＴＴＰ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅ
ｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）プロトコルによってリモートクライアントと通信する。コマンド
実行部２０９は、ＨＴＴＰプロトコル制御部２０８から受信したリクエストに基づいて、
所定の処理を実行する。
【００１９】
　ハードディスク部２１０は、マークアップ言語で記述されている文書及びリンク画像等
が記憶されている。仮想ディレクトリ制御部２１１は、ネットワークＮＷ１上のファイル
アロケーションをハードディスク部２１０にマッピング制御する。ＨＴＭＬ解析部２１２
は、ＨＴＭＬデータのタグを解釈し、その内容に応じて、所定の処理を行う。
【００２０】
　画像展開部２１３は、ＳＶＧフォーマットで記述されているベクター画像を、表示部２
０５の解像度に合わせて、ビットマップ画像に変換する。たとえば、マークアップ言語で
記述されている文書及びリンク画像として、ＨＴＭＬ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｍａｒｋｕ
ｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）やＸＭＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａ
ｇｅ）が考えられる。また、マークアップ言語で記述されている文書及びリンク画像とし
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て、Ｂｉｔｍａｐ画像やＳＶＧ（Ｓｃａｌａｂｌｅ　Ｖｅｃｔｏｒ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ）
画像が考えられる。
【００２１】
　実施例１では、ＸＭＬによって記述されている文書及びＳＶＧフォーマットのリンク画
像が記憶されている。また、マークアップ言語で記述されている例を示して記載するが、
本発明の主旨を逸脱しない範囲で、マークアップ言語の代わりに、文書データと文書デー
タに関連付けられている画像データを使用するようにしてもよい。
【００２２】
　また、ホストコンピュータ２００には、オペレーティングシステム（以下、「ＯＳ」と
いう）がインストールされている。また、ホストコンピュータ２００には、リモートユー
ザインタフェースやＷｅｂサービス処理アプリケーション等の複数のアプリケーションプ
ログラム（以下、アプリケーションという）がインストールされている。ＯＳ内には、プ
リンタドライバがインストールされている。
【００２３】
　プリンタドライバは、アプリケーションからの描画命令に対応する印刷データを、プリ
ンタが理解できるデータ形式で、生成する。一般に、プリンタのメーカが製造し、プリン
タと共にユーザに提供され、ユーザがＯＳ内にインストールする。
【００２４】
　ＯＳ内にインストールされているＷｅｂサービス処理アプリケーションは、ＨＴＴＰプ
ロトコル制御部２０８と、コマンド実行部２０９とを使用し、Ｗｅｂクライアントに、Ｗ
ｅｂサービスを提供する。また、ＯＳ内にインストールされているＷｅｂブラウザ処理ア
プリケーションは、ＨＴＭＬ解析部２１２と、画像展開部２１３と、ハードディスク部２
１０とに格納されているプログラムによって実現される。
【００２５】
　図３は、プリンタ３００を示すブロック図である。
【００２６】
　プリンタ３００は、エンジン３０１と、コントローラ３０２とを有する。
【００２７】
　エンジン３０１は、ヘッド駆動機構やキャリッジ機構やロール紙供給・搬送機構等、印
刷に必要な機構を有する。コントローラ３０２は、ホストコンピュータ２００からの通信
プロトコル処理や印刷データ処理してエンジン３０１を制御する。
【００２８】
　エンジン３０１は、一般のプリンタのそれと同様に、ヘッドユニット３０６は、多数の
ノズルが形成されているヘッド３０５と、ヘッド３０５を駆動するヘッド駆動回路３０４
とからなる。不図示のインクタンクユニットから供給されるインクを吐出する。
【００２９】
　キャリッジ機構は、ヘッドユニット３０６を搭載すると共に、主走査方向（紙送り方向
と垂直）に駆動可能な構成を有する。
【００３０】
　ＣＰＵ３１９の制御によって、モータドライバ３０７を介して、ＣＲモータ３０８を回
転させることによって、インクの吐出／非吐出に同期させて、ヘッドユニット３０６を主
走査させる。
【００３１】
　ロール紙供給・搬送機構は、不図示のロール紙ユニットに蓄積されているロール紙を引
き出し、インクを吐出する位置まで、搬送する機構を有する。ＣＰＵ３１９の制御によっ
て、モータドライバ３０７を介して、ＬＦモータ３０９を回転させることによって、イン
クの吐出／非吐出に同期させて、副走査を行う。
【００３２】
　さらに、上記不図示のロール紙ユニットには、紙なしセンサが内蔵されている。ロール
紙が引き出されなくなると、紙なし（すなわち紙なしエラー）を検出し、センサ検出回路
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３１０を介して、ＣＰＵ３１９に伝えられる。その後に、ＣＰＵ３１９は、紙なし状態を
ＥＥＰＲＯＭ３２５に書き込み、エラーを後述の方法で、ユーザに通知する。また、ＣＰ
Ｕ３１９は、ＬＦモータ３０９を駆動させるパルスをカウントすることによって、ロール
紙の送り量を算出する。
【００３３】
　画像を印刷したときのみならず、メインテナンスによる紙使用時や空送り時においても
、上記駆動させるパルスをカウントし、カウント値よりロール紙の送り量を算出する。
【００３４】
　ここで、送り量の算出は、ロール紙の送り量を検出できればよく、種々の構成が可能で
ある。たとえば、ロールの回転をエンコーダ回路で検出し、送り量を算出する機構や、ロ
ール紙をピンチローラで挟み込むと共に、このピンチローラの回転回数をカウントするこ
とによって、送り量を算出する機構等が考えられる。算出されたロール紙の送り量（使用
済みロール紙量）をロール紙残量から引き、ＥＥＰＲＯＭ３２５に、最新のロール紙残量
が格納される。
【００３５】
　ジャムセンサ３１２は、ロール紙の搬送経路上に配置され、ＣＰＵ３１９は、ＬＦモー
タ３０９を駆動させるパルスをカウントすることによって、ロール紙の送り量をカウント
する。そして、センサ検出回路３１０を介して、ジャムセンサ３１２の出力を監視する。
所定のロール紙の送り量に達しても、センサが検出しなければ、紙ジャム（ジャムエラー
）が発生したと見なし、紙ジャム状態を、ＥＥＰＲＯＭ３２５に書き込み、後述の方法で
、エラーをユーザに通知する。
【００３６】
　インクなしセンサ３１３は、不図示のインクタンクユニット内の各インクタンクに１つ
設けられ、インクタンク内のインクがなくなると、センサ検出回路３１０を介して、ＣＰ
Ｕ３１９に伝える。ＣＰＵ３１９は、センサが各色に設けられているので、検出したセン
サに基づいて、インクがなくなった色のタンクを識別できる。また、ＣＰＵ３１９は、イ
ンクなし（インクなしエラー）を検出すると、インクなし状態を、ＥＥＰＲＯＭ３２５に
書き込み、後述の方法で、エラーをユーザに通知する。
【００３７】
　コントローラ３０２は、ネットワークインタフェース部３１７と、ＨＴＴＰプロトコル
制御部３２１とを持つ。ネットワークインタフェース部３１７は、ホストコンピュータ２
００と通信するためにＬＡＮに接続し、ＴＣＰ／ＩＰパケットの送受信制御を行う。ＨＴ
ＴＰプロトコル制御部３２１は、ＨＴＴＰプロトコルによって、リモートサーバと通信す
る。
【００３８】
　また、ＨＴＭＬ解析部３２２は、ＨＴＭＬデータのタグを解釈し、この解釈した内容に
応じて、所定の処理を行う。画像展開部３２３は、ＳＶＧフォーマットで記述されたベク
ター画像を、後述のＬＣＤの解像度に合わせて、ビットマップ画像に変換する。
【００３９】
　さらに、フラッシュＲＯＭ３３３は、ホストコンピュータ２００から受信した印刷デー
タを、処理や通信制御するためのＣＰＵ３１９、ＣＰＵ３１９のプリント動作用のプログ
ラムを記憶している。また、フラッシュＲＯＭ３３３は、Ｗｅｂクライアント機能とＷｅ
ｂブラウザ機能とを実現するためのプログラムを記憶している。
【００４０】
　ＲＡＭ３２６は、主記憶やワークエリアや受信バッファやページメモリや印刷バッファ
等として利用される。操作パネル４００は、印刷ジョブ名、ヘルプ表示、電子マニュアル
の表示、エラー内容の解説、解除手順等の表示を行う。操作パネル４００は、記録紙エラ
ーやインクなしエラーやジャムエラーを、アニメーションやスライドショウで表示するた
めのスイッチと、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）とを具備する。
【００４１】
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　ＥＥＰＲＯＭ３２５は、プリンタ３００の現在の状態を保持し、ＣＰＵ３１９が読み書
きする。また、エンジン３０１とのデータ通信のためのエンジンインタフェース３２０、
電源３２４等も設けられている。
【００４２】
　図４は、操作パネル４００を示す図である。
【００４３】
　電源スイッチ４０１は、プリンタの電源をオン、オフする。オンラインＬＥＤ４０２は
、プリンタの印刷準備が完了した際に点灯する。ＬＣＤ４０５は、後述する電子マニュア
ル等を画面に表示する。上キー、下キー、右キー、左キー４０３は、ＬＣＤ４０５のカー
ソルを移動するためのキーであり、ＬＣＤ４０５に表示されているメニューを選択可能で
ある。そして、決定キー４０４が設けられている。
【００４４】
　図５は、Ｗｅｂサービス機能を提供するホストコンピュータ２００と、Ｗｅｂブラウザ
機能を有するプリンタ３００との間の電子マニュアル表示動作を示すシーケンス図である
。
【００４５】
　ユーザは、操作パネルを操作し、マニュアル表示を選択する（シーケンス５０１）。プ
リンタ３００は、ホストコンピュータ２００に、目次を示したＨＴＭＬファイルをリクエ
ストする。このリクエストは、ＨＴＭＬプロトコルのＧＥＴメソッドを使用する（シーケ
ンス５０２）。
【００４６】
　このときのＧＥＴメソッドの一例を示す。ＧＥＴ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ１
．ｃｏｍ／ｍａｎｕａｌ／ｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌ　ＨＴＴＰ／１．０。これは、
ホストコンピュータ名がｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍであるサーバに対し、ファイル名が
ｍａｎｕａｌ／ｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌであるＨＴＭＬファイルを転送するように
、要求する意味である。ＨＴＭＬファイル名ｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌの“ｍｏｋｕ
ｊｉ＿０２”は、機種ＩＤ０２の目次を示し、ファイル名の末尾の数字に機種ＩＤを表す
識別コードを付加する。
【００４７】
　機種ＩＤは、機種ごとに割り振られているユニークなＩＤであり、プリンタ３００のＥ
ＥＰＲＯＭ３２５に予め保存されている。ホストコンピュータ２００のホストコンピュー
タ名がｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍであるとする。このＧＥＴメソッドを受け取ったホス
トコンピュータ２００は、仮想ディレクトリ制御部２１１によってハードディスク部２１
０上にマッピングされたディレクトリから、ファイルを読み出し、返送する。
【００４８】
　たとえば、上記ＵＲＬ内のｍａｎｕａｌが、ハードディスク部２１０上のｃ：￥ｍａｎ
ｕａｌにマッピングするように仮想ディレクトリ制御部２１１に設定されている。この場
合、ファイルｃ：￥ｍａｎｕａｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌを読み出し、ＨＴＴＰ
プロトコル制御部２０８からプリンタ３００に、ネットワークインタフェース部２０７を
介して、返信する。
【００４９】
　また、ホストコンピュータ２００において、複数の機種ＩＤに対応するファイルが、ハ
ードディスク部２１０に記憶され、ネットワークＮＷ１上の複数のプリンタに返信するこ
とができる（シーケンス５０３）。
【００５０】
　プリンタ３００は、ＨＴＴＰプロトコル制御部３２１及びネットワークインタフェース
部３１７から、上記ｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌを受信し、ＨＴＭＬ解析部３２２がｍ
ｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌを解析する。ＨＴＭＬファイル内の目次を表したテキストデ
ータを、操作パネル４００のＬＣＤ４０５に表示する（シーケンス５０４）。ユーザが操
作パネルを操作し、所望の目次を選択する（シーケンス５０５）。プリンタ３００は、ホ
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ストコンピュータ２００に、選択された目次のページを示したＨＴＭＬファイルのリクエ
ストを行う。
【００５１】
　このときのＧＥＴメソッドの一例を示す。ＧＥＴ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ１
．ｃｏｍ／ｍａｎｕａｌ／ｍｏｋｕｊｉ＿０２／ｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌ　ＨＴＴＰ／１
．０。
【００５２】
　ＨＴＭＬファイル名ｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌの“ｐａｇｅ１０”は、マニュアルの１０
ページを示し、ファイル名の末尾の数字に、ページを表す識別コードを付加する（シーケ
ンス５０６）。
【００５３】
　上記と同様に、ホストコンピュータ２００のホストコンピュータ名が、ｗｗｗ．ｈｏｓ
ｔ１．ｃｏｍであるとする。この場合、このＧＥＴメソッドを受け取ったホストコンピュ
ータ２００において、仮想ディレクトリ制御部２１１が、ファイルｐａｇｅ１０．ｈｔｍ
ｌを読み出し、返送する（シーケンス５０７）。つまり、／ｍａｎｕａｌ／ｍｏｋｕｊｉ
＿０２／がハードディスク部２１０上のｃ：￥ｍａｎｕａｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２￥にマ
ッピングされているハードディスク部２１０上のディレクトリから、ファイルｐａｇｅ１
０．ｈｔｍｌを読み出す。
【００５４】
　プリンタ３００は、ＨＴＴＰプロトコル制御部３２１とネットワークインタフェース部
３１７とから、上記ｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌを受信し、ＨＴＭＬ解析部３２２がｐａｇｅ
１０．ｈｔｍｌを解析する。そして、シーケンス５０８に移る。つまり、ＨＴＴＰプロト
コルを用いてｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌに記述されているリンク画像ファイルｈｔｔｐ：／
／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍ／ｍａｎｕａｌ／ｍｏｋｕｊｉ＿０２／ｐａｇｅ１０．ｓ
ｖｇを、ホストコンピュータ２００へリクエストする。
【００５５】
　リクエストを受け取ったホストコンピュータ２００は、ファイルｐａｇｅ１０．ｓｖｇ
を読み出し、返送する（シーケンス５０９）。つまり、／ｍａｎｕａｌ／ｍｏｋｕｊｉ＿
０２／がハードディスク部２１０上のｃ：￥ｍａｎｕａｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２￥にマッ
ピングされているハードディスク部２１０上のディレクトリから、ファイルｐａｇｅ１０
．ｓｖｇを読み出し、返送する。
【００５６】
　プリンタ３００は、画像展開部３２３を用い、操作パネル４００内のＬＣＤ４０５の解
像度に応じて、ベクター画像をビットマップ画像に変換する（シーケンス５１０）。
【００５７】
　次に、プリンタ３００は、解析したファイルｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌに基づいて、Ｗｅ
ｂブラウズ機能を実行させ、ＬＣＤ４０５に表示する（シーケンス５１１）。そして、ユ
ーザが目次を選択する度に、シーケンス５０６～５１１が繰り返される。
【００５８】
　図６は、Ｗｅｂサービス機能を提供するホストコンピュータ２００と、Ｗｅｂブラウザ
機能を有するプリンタ３００との間で、プリンタ３００がエラー検出した際に表示される
解除手順を表示するシーケンス図である。
【００５９】
　上記方法によって、エラーが検出される（シーケンス６０１）。プリンタ３００は、ホ
ストコンピュータ２００に、エラー警告のためにＨＴＭＬファイルをリクエストする。リ
クエストは、ＨＴＭＬプロトコルのＧＥＴメソッドを使用する（シーケンス６０２）。
【００６０】
　以下に、このＧＥＴメソッドの一例を示す。ＧＥＴ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ
１．ｃｏｍ／ｅｒｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１／ｃｏｄｅ０２．ｈｔｍｌ　ＨＴＴＰ／１．
０。これは、ホストコンピュータ名がｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍであるサーバに対し、
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ファイル名がｅｒｒｏｒ＿０１／ｃｏｄｅ＿０２．ｈｔｍｌであるＨＴＭＬファイルを転
送するように要求する意味である。
【００６１】
　ＨＴＭＬファイル名ｃｏｄｅ＿０２．ｈｔｍｌの“ｃｏｄｅ０２”は、エラーコードの
０２を示すファイル名である。エラーコードは、機種間共通に割り振られたユニークなＩ
Ｄである。
【００６２】
　たとえば、紙なしエラー“０１“、 ジャムエラー“０２“、インクなしエラー“０３
“のように、予め決められている。そして、プリンタ３００のＥＥＰＲＯＭ３２５に、予
め保存されている。ホストコンピュータ２００のホストコンピュータ名が、ｗｗｗ．ｈｏ
ｓｔ１．ｃｏｍであるとする。この場合、このＧＥＴメソッドを受け取ったホストコンピ
ュータ２００において、仮想ディレクトリ制御部２１１が、ハードディスク部２１０上に
マッピングされたディレクトリから、ファイルを読み出し、返送する。
【００６３】
　たとえば、上記ＵＲＬ内のｅｒｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１がハードディスク部２１０上
のｃ：￥ｅｒｒｏｒ￥ｅｒｒｏｒ＿０１にマッピングするように、仮想ディレクトリ制御
部２１１に設定されている。この場合、ファイルｃ：￥ｅｒｒｏｒ￥ｅｒｒｏｒ＿０１￥
ｃｏｄｅ０２．ｈｔｍｌを読み出し、ＨＴＴＰプロトコル制御部２０８からプリンタ３０
０に、ネットワークインタフェース部２０７を介して、返信する。
【００６４】
　また、ホストコンピュータ２００において、複数のエラーコードに対応するファイルが
、ハードディスク部２１０に記憶され、ネットワークＮＷ１上の複数のプリンタに返信す
ることができる（シーケンス６０３）。
【００６５】
　プリンタ３００は、ＨＴＴＰプロトコル制御部３２１とネットワークインタフェース部
３１７とから、上記ｃｏｄｅ０２．ｈｔｍｌを受信し、ＨＴＭＬ解析部３２２がｃｏｄｅ
０２．ｈｔｍｌを解析する。ＨＴＴＰプロトコルを用い、ｃｏｄｅ０２．ｈｔｍｌに記述
されているリンク画像ファイルｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍ／ｅｒｒｏｒ
／ｅｒｒｏｒ＿０１／ｃｏｄｅ０２．ｓｖｇを、ホストコンピュータ２００へリクエスト
する（シーケンス６０４）。リクエストを受け取ったホストコンピュータ２００は、ファ
イルｃｏｄｅ０２．ｓｖｇを読み出し、返送する（シーケンス６０５）。つまり、／ｅｒ
ｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１／がハードディスク部２１０上のｃ：￥ｅｒｒｏｒ￥ｅｒｒｏ
ｒ＿０１￥にマッピングされているハードディスク部２１０上のディレクトリから、ファ
イルｃｏｄｅ０２．ｓｖｇを読み出し、返送する。
【００６６】
　プリンタ３００は、操作パネル４００内のＬＣＤ４０５の解像度に応じて、ベクター画
像を、ビットマップ画像に変換する（シーケンス６０６）。次に、プリンタ３００は、解
析したファイルｃｏｄｅ０２．ｈｔｍｌに基づいて、Ｗｅｂブラウズ機能を実行させ、Ｌ
ＣＤ４０５に表示する（シーケンス６０７）。そして、エラーを検出する度に、シーケン
ス６０１～６０７が繰り返される。
【００６７】
　図７は、ホストコンピュータ２００の仮想ディレクトリ制御部２１１がマッピングした
ハードディスク部２１０上のディレクトリ構造を示す図である。
【００６８】
　機種ＩＤ、ページ識別コード、エラーコード、スライドページ識別コードが、ファイル
名及びディレクトリ名に示されている。
【００６９】
　図８は、ＬＣＤ４０５に表示されているプリンタ３００のエラー要因の一状態であるロ
ール紙がなくなった状態（以下、紙なしエラー状態）の画面を示す図である。
【００７０】
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　紙なしエラーを示したファイルｃｏｄｅ０１．ｈｔｍｌが、上記方法によって、ＨＴＭ
Ｌ解析部３２２が解析する。メッセージ表示欄８０１には、紙なしエラー状態であるので
、「ロール紙がなくなりました。」が表示される、また、画像表示欄８０２には、ｃｏｄ
ｅ０１．ｈｔｍｌのリンク画像であるｃｏｄｅ０１．ｓｖｇから変換されたＢｉｔｍａｐ
画像が表示される。スライドショウＴＡＢ８０３は、エラー解除手順を示したスライドシ
ョウのファイルがあれば、ＬＣＤ４０５に表示される。
【００７１】
　図９は、ＬＣＤ４０５に表示されているプリンタ３００のエラー要因の一状態である紙
ジャムが発生した状態（以下、ジャムエラー状態）の画面を示す図である。
【００７２】
　ジャムエラーを示したファイルｃｏｄｅ０２．ｈｔｍｌを、上記方法によって、ＨＴＭ
Ｌ解析部３２２が解析する。メッセージ表示欄８０１には、紙ジャムエラー状態であるの
で、「紙ジャムが発生しています。」を表示し、画像表示欄８０２には、ｃｏｄｅ０２．
ｈｔｍｌのリンク画像であるｃｏｄｅ０２．ｓｖｇから変換されたＢｉｔｍａｐ画像を表
示する。
【００７３】
　図１０は、ＬＣＤ４０５に表示されているプリンタ３００のエラー要因の一状態である
インクがなくなった状態（以下、インクなしエラー状態）の画面を示す図である。
【００７４】
　ジャムエラーを示したファイルｃｏｄｅ０３．ｈｔｍｌを、上記方法によって、ＨＴＭ
Ｌ解析部３２２が解析する。メッセージ表示欄８０１には、マゼンダインクなしエラー状
態であるので、「Ｍインクがなくなりました。」が表示される。画像表示欄８０２には、
ｃｏｄｅ０３．ｈｔｍｌのリンク画像であるｃｏｄｅ０３．ｓｖｇから変換されたＢｉｔ
ｍａｐ画像が表示される。
【００７５】
　図１１は、紙なしエラーが発生した後に表示されているスライドショウの様子を示す図
である。
【００７６】
　具体的には、図８に示すエラー表示が行われた後に、ユーザの操作によって、スライド
ショウＴＡＢ８０３が選択される。そして、スライドショウＴＡＢ８０３にリンクされた
ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０１．ｈｔｍｌが、上記方法と同様に、ホストコンピュータ
２００から転送され、ＨＴＭＬ解析部３２２の解析結果に基づいて、ロール紙交換シーケ
ンスのスライドショウを開始する。具体的には、ＧＥＴメソッドを使用して、ホストコン
ピュータ２００にリクエストを発行する。
【００７７】
　ＧＥＴ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍ／ｅｒｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１
／　ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０１．ｈｔｍｌ　ＨＴＴＰ／１．０。これは、ホストコ
ンピュータ名がｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍであるサーバ、ホストコンピュータ２００に
、ファイル名が／ｅｒｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１／ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０１．ｈ
ｔｍｌのＨＴＭＬファイルを転送するように要求する意味である。ＨＴＭＬファイル名ｓ
ｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０１．ｈｔｍｌの“ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０1”は、エラーコー
ド０１（紙なしエラー）のスライドショウであることを示し、”＿ｓ０１”は、スライド
ショウの１ページ目を示すファイル名である。
【００７８】
　１１０１は、ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０１．ｈｔｍｌをＬＣＤ４０５に表示した様
子を示す。次に、ＯＫ　ＴＡＢ１１０４を、ユーザが選択する。そして、ＯＫ　ＴＡＢ１
１０４にリンクされているｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０２．ｈｔｍｌが、上記方法と同
様に、ホストコンピュータ２００から転送され、ＨＴＭＬ解析部３２２の解析結果を、Ｌ
ＣＤ４０５に表示する。
【００７９】
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　また、ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０２．ｈｔｍｌのリンク画像ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０
１＿ｓ０２．ｓｖｇにおいても、リクエストを行い、上記と同様に、画像を取得する。つ
まり、ホストコンピュータ２００へ、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ１．ｃｏｍ／ｅｒ
ｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１／ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０２．ｓｖｇリクエストを行い
、上記と同様に、画像を取得する。１１０２は、ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０２．ｈｔ
ｍｌをＬＣＤ４０５に表示している様子を示す。
【００８０】
　次に、次ページＴＡＢ１１０５を、ユーザが選択する。この選択によって、次ページＴ
ＡＢ１１０５にリンクされたｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０３．ｈｔｍｌが、上記方法と
同様に、ホストコンピュータ２００から転送され、ＨＴＭＬ解析部３２２の解析結果を、
ＬＣＤ４０５に表示する。また、ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０３．ｈｔｍｌのリンク画
像ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０３．ｓｖｇにおいても、リクエストを行い、上記同様に
画像を取得する。つまり、ホストコンピュータ２００へｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｓｔ
１．ｃｏｍ／ｅｒｒｏｒ／ｅｒｒｏｒ＿０１／ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０３．ｓｖｇ
リクエストを行い、上記同様に画像を取得する。
【００８１】
　１１０３は、ｓｌｉｄｅｓｈｏｗ０１＿ｓ０３．ｈｔｍｌをＬＣＤ４０５に表示してい
る様子を示す。このように、リンクファイルをたどることによって、スライドショウが表
示され、紙なしエラーに対するエラー解除手順が、ユーザに示される。また、ジャムエラ
ー、インクなしエラーについても、同様に行われる。
【００８２】
　図１２は、Ｗｅｂサービス機能とＷｅｂブラウザ機能とを有するホストコンピュータ２
００において、ユーザが電子マニュアル表示させる動作を示すシーケンス図である。
【００８３】
　ユーザは、マウスとキーボードとを操作し、電子マニュアル表示を選択する（シーケン
ス１２０１）。電子マニュアルの目次を示すＨＴＭＬファイルｃ：￥ｍａｎｕａｌ／ｍｏ
ｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌが選択される（シーケンス１２０２）。これによって、ＣＰＵ
２０１は、ハードディスク部２１０上の目次を示したＨＴＭＬファイルｃ：￥ｍａｎｕａ
ｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌを実行する（シーケンス１２０３）。ＣＰＵ２０１は
、ＨＴＭＬ解析部２１２にｍｏｋｕｊｉ＿０２．ｈｔｍｌを解析させ、ＨＴＭＬファイル
内の目次を表しているテキストデータを、表示部２０５に表示する（シーケンス１２０４
）。
【００８４】
　ユーザが所望の目次項目を選択すると（シーケンス１２０５）、ｍｏｋｕｊｉ＿０２．
ｈｔｍｌにリンクされているユーザ所望ページのＨＴＭＬファイルｃ：￥ｍａｎｕａｌ￥
ｍｏｋｕｊｉ＿０２￥ｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌを選択する（シーケンス１２０６）。そし
て、ＣＰＵ２０１は、ハードディスク部２１０上のユーザ所望ページのＨＴＭＬファイル
ｃ：￥ｍａｎｕａｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２￥ｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌを実行する（シーケ
ンス１２０７）。ＣＰＵ２０１は、ＨＴＭＬ解析部２１２にｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌを解
析させ、ｐａｇｅ１０．ｈｔｍｌに記述されているリンク画像ファイルｃ：￥ｍａｎｕａ
ｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２￥ｐａｇｅ１０．ｓｖｇを選択する（シーケンス１２０８）。
【００８５】
　そして、ハードディスク部２１０上のｃ：￥ｍａｎｕａｌ￥ｍｏｋｕｊｉ＿０２￥ｐａ
ｇｅ１０．ｓｖｇを読み出す（シーケンス１２０９）。ＣＰＵ２０１は、表示部２０５の
解像度に応じて、ベクター画像をビットマップ画像に、画像展開部２１３を用いて変換す
る（シーケンス１２１０）。次に、ＣＰＵ２０１は、解析したファイルｐａｇｅ１０．ｈ
ｔｍｌに基づいて、Ｗｅｂブラウズ機能を実行させ、表示部２０５に表示する（シーケン
ス１２１１）。そして、ユーザが、目次の所望のページを選択する度に、シーケンス１２
０６～１２１１が繰り返される。
【００８６】
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　上記のように、マークアップ言語で記述されている文書及びリンク画像等が記憶されて
いるハードディスク部２１０と、ネットワークＮＷ１上のファイルアロケーションをハー
ドディスク部２１０にマッピング制御する仮想ディレクトリ制御部２１１とが働く。ホス
トコンピュータ２００とプリンタ３００との間で、電子マニュアル表示に使用する。これ
によって、同一のハードディスク部２１０に記憶されているマークアップ言語で記述され
ている文書及びリンク画像を用い、ホストコンピュータ２００で、ユーザが電子マニュア
ル表示させることができる。
【００８７】
　上記実施例によれば、プリンタは、ステータス、電子マニュアル、エラー内容の解説表
示の他に、エラー解除手順をスライドショウで表示する際に、多くのメモリを必要とせず
に、表示部の大型化、高解像度化、カラー化に対応できる。
【００８８】
　また、上記実施例は、ホストコンピュータコンピュータに、Ｗｅｂサーバ機能を持ち、
プリンタ内に、Ｗｅｂブラウザ機能を持つので、多くの不揮発性メモリを持つ必要がない
。
【００８９】
　上記実施例によれば、従来のように、ホストコンピュータコンピュータの表示部とプリ
ンタの表示部との間に、サイズや解像度の違う表示部が使われていても、複雑なシステム
やプリンタに多くのメモリを必要としない。
【００９０】
　上記実施例において、インクジェット方式のプリンタシステムに限る必要はなく、他の
方式のプリンタシステムにも適応することができる。また、エラーの種類が、紙なし、イ
ンクなし、ジャムであるが、エラー検出機能を持ったシステムであれば、プリンタシステ
ム以外に、上記実施例を適用することができる。
【００９１】
　つまり、上記実施例は、データを保存しサーバ機能を具備するコンピュータと、表示部
と画像展開部とを持ちクライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコル
を用いて、データを転送するプリンタシステムである。また、上記実施例は、上記プリン
タは、データを受信し、上記表示部の解像度に合わせて、表示するデータを生成するデー
タ生成手段を有するプリンタシステムの例である。
【００９２】
　さらに、上記実施例は、データを保存する機能を具備するコンピュータと、表示部とエ
ラー検出部とを具備するプリンタとの間で、データを転送するプリンタシステムである。
また、上記プリンタは、エラーを検出すると、上記データをコンピュータに要求し、受信
したデータに基づいて、上記プリンタの表示部に表示するデータを生成するデータ生成手
段を有する。
【００９３】
　しかも、上記実施例は、データを保存し、サーバ機能を具備するコンピュータと、表示
部とエラー検出部とを持ちクライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロト
コルを用いて、データを転送するプリンタシステムである。また、上記プリンタは、エラ
ーを検出すると、上記データを受信し、上記表示部に表示するデータを生成するデータ生
成手段を有する。
【００９４】
　この場合、上記データは、文書データと文書データに関連付けされた画像データとによ
って構成されているデータである。
【００９５】
　また、上記実施例は、マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅ
ｂサーバ機能を持ったコンピュータと、表示部と画像展開部とファイル解析部とＷｅｂク
ライアント機能を持っているプリンタとの間で、ファイルを転送する。つまり、上記実施
例は、所定のプロトコルを用いてファイルを転送するプリンタシステムである。また、上
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記プリンタは、文書ファイルを解析し、プリンタの表示部の解像度に合わせて表示するデ
ータを生成するプリンタである。
【００９６】
　この場合、上記文書ファイルに関連付けされた画像ファイルを持ち、表示部に文字列と
画像とを表示する。また、上記ファイルは、機種判別コードを含むファイルである。さら
に、上記ファイルは、マニュアルである。
【００９７】
　また、上記実施例は、マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅ
ｂサーバ機能を持ったコンピュータと、表示部とファイル解析部とエラー検出部とＷｅｂ
クライアント機能とを持っているプリンタとからなるプリンタシステムである。上記プリ
ンタは、エラー検出部によってエラーを検出すると、コンピュータに文書ファイル転送を
要求し、受信した文書ファイルを解析し、プリンタの表示部にエラー解除手順を表示する
プリンタである。
【００９８】
　この場合、上記文書ファイルに関連付けされた画像ファイルを持ち、表示部に文字列と
画像を表示する。また、上記文書ファイルは、エラーコードを含むファイルである。さら
に、上記エラー解除手順は、スライドショーである。
【００９９】
　さらに、上記実施例を方法の発明として把握することができる。つまり、上記実施例は
、データを保存しサーバ機能を具備するコンピュータと、表示部と画像展開部とを持ちク
ライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロトコルを用いて、データを転送
するプリンタシステムの制御方法である。また、上記実施例において、上記プリンタは、
データを受信し、上記表示部の解像度に合わせて、表示するデータを生成するデータ生成
工程を実行する。
【０１００】
　しかも、上記実施例は、データを保存する機能を具備するコンピュータと、表示部とエ
ラー検出部とを具備するプリンタとの間で、データを転送するプリンタシステムの制御方
法である。また、上記実施例において、上記プリンタは、エラーを検出すると、上記デー
タをコンピュータに要求し、受信したデータに基づいて、上記プリンタの表示部に表示す
るデータを生成するデータ生成工程を実行する。
【０１０１】
　そして、上記実施例は、データを保存し、サーバ機能を具備するコンピュータと、表示
部とエラー検出部とを持ちクライアント機能を具備するプリンタとの間で、所定のプロト
コルを用いて、データを転送するプリンタシステムの制御方法である。また、上記実施例
において、上記プリンタは、エラーを検出すると、上記データを受信し、上記表示部に表
示するデータを生成するデータ生成工程を実行する。
【０１０２】
　加えて、上記実施例は、マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗ
ｅｂサーバ機能を持ったコンピュータと、表示部と画像展開部とファイル解析部とＷｅｂ
クライアント機能を持っているプリンタとの間で、ファイルを転送する。つまり、上記実
施例は、所定のプロトコルを用いてファイルを転送するプリンタシステムである。また、
上記実施例において、上記プリンタは、文書ファイルを解析し、プリンタの表示部の解像
度に合わせて表示するデータを生成する工程を実行する。
【０１０３】
　上記実施例は、マークアップ言語で記述されている文書ファイルを保存し、Ｗｅｂサー
バ機能を持ったコンピュータと、表示部とファイル解析部とエラー検出部とＷｅｂクライ
アント機能とを持っているプリンタとからなるプリンタシステムの制御方法である。また
、上記実施例において、上記プリンタは、エラー検出部によってエラーを検出すると、コ
ンピュータに文書ファイル転送を要求し、受信した文書ファイルを解析し、プリンタの表
示部にエラー解除手順を表示する工程を実行する。



(15) JP 2009-18489 A 2009.1.29

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明の実施例１であるプリンタシステムＰＳ１の構成を示す図である。
【図２】ホストコンピュータ２００を示すブロック図である。
【図３】プリンタ３００を示すブロック図である。
【図４】操作パネル４００を示す図である。
【図５】Ｗｅｂサービス機能を提供するホストコンピュータ２００と、Ｗｅｂブラウザ機
能を有するプリンタ３００との間の電子マニュアル表示動作を示すシーケンス図である。
【図６】Ｗｅｂサービス機能を提供するホストコンピュータ２００と、Ｗｅｂブラウザ機
能を有するプリンタ３００との間で、プリンタ３００がエラー検出した際に表示される解
除手順を表示するシーケンス図である。
【図７】ホストコンピュータ２００の仮想ディレクトリ制御部２１１がマッピングしたハ
ードディスク部２１０上のディレクトリ構造を示す図である。
【図８】ＬＣＤ４０５に表示されているプリンタ３００のエラー要因の一状態であるロー
ル紙がなくなった状態（以下、紙なしエラー状態）の画面を示す図である。
【図９】ＬＣＤ４０５に表示されているプリンタ３００のエラー要因の一状態である紙ジ
ャムが発生した状態（以下、ジャムエラー状態）の画面を示す図である。
【図１０】ＬＣＤ４０５に表示されているプリンタ３００のエラー要因の一状態であるイ
ンクがなくなった状態（以下、インクなしエラー状態）の画面を示す図である。
【図１１】紙なしエラーが発生した後に表示されているスライドショウの様子を示す図で
ある。
【図１２】Ｗｅｂサービス機能とＷｅｂブラウザ機能とを有するホストコンピュータ２０
０において、ユーザが電子マニュアル表示させる動作を示すシーケンス図である。
【符号の説明】
【０１０５】
　２００…ホストコンピュータ、
　２０１…ＣＰＵ、
　２０２…ＲＯＭ、
　２０３…ＲＡＭ、
　２０４…表示用ビデオメモリ、
　２０５…表示部、
　２０６…操作デバイス制御部、
　２０７…ネットワークインタフェース部、
　２０８…ＨＴＴＰプロトコル制御部、
　２０９…コマンド実行部、
　２１０…ハードディスク部、
　２１１…仮想ディレクトリ制御部、
　２１２…ＨＴＭＬ解析部、
　２１３…画像展開部、
　３００…プリンタ、
　３０１…エンジン、
　３０２…コントローラ、
　３０４…ヘッド駆動回路、
　３０５…ヘッド、
　３０６…ヘッドユニット、
　３０７…モータドライバ、
　３０８…ＣＲモータ、
　３０９…ＬＦモータ、
　３１０…センサ検出回路、
　３１２…ジャムセンサ、
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　３１３…インクなしセンサ、
　３１７…ネットワークインタフェース部、
　３１９…ＣＰＵ、
　３２０…エンジンインタフェース、
　３２１…ＨＴＴＰプロトコル制御部、
　３２２…ＨＴＭＬ解析部、
　３２３…画像展開部、
　３２４…電源、
　３２５…ＥＥＰＲＯＭ、
　３２６…ＲＡＭ、
　３３３…フラッシュＲＯＭ、
　４００…操作パネル、
　４０１…電源スイッチ、
　４０２…オンラインＬＥＤ、
　４０３…上キー、下キー、右キー、左キー、
　４０４…決定キー、
　４０５…ＬＣＤ。

【図１】 【図２】
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